
受賞者の感想

　６月定例会は、６月23日から７月７日まで開催されました。知事
から提出された令和５年度岩手県一般会計補正予算（第２号）な
ど、21件の議案は全て可決・同意され、議員・委員会が提出した
計画的な教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を
求める意見書など15件の議案は全て可決されました。　
　また、請願は７件が採択、２件が不採択、1件が審議未了となり
ました。 採決の様子

6月
定例会

議決の状況

■知事提出議案
◎令和５年度補正予算【可決】

一般会計１件
◎条例議案【可決】

岩手県の事務を市町村が処理することとする事務処理の特例に
関する条例の一部を改正する条例など８件

◎人事議案【同意】
人事委員会の委員の選任に関し同意を求めることについてなど
２件

◎その他の議案【可決】
一般国道397号小谷木橋旧橋撤去（下部工）（第３工区）工事の請
負契約の締結に関し議決を求めることについてなど10件

■議員・委員会提出議案
規則１件、意見書14件（詳細は３ページに掲載）

■請願
採択７件、不採択２件、審議未了１件（詳細は２ページに掲載）

★議員別の賛否の状況は県議会ホームページでご覧になれます。

★入賞
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葉
は

さん
（岩手県立宮古高等学校）
　より若い人たちの目に留まりやすい
ように、中心に男子生徒を置くデザイ
ンにしました。初めて議会を傍聴して、
新たな気づきを得ている姿をイメージ
しています。特にインスピレーション
に輝く表情に思いを込めました。これ
から若者が岩手の未来を築いていく一
歩になればいいなと思います。

★議長賞

村
むら

上
かみ

 朔
さく

さん
（岩手県立一関第一高等学校）
　「岩手の未来に向かって、より高み
を目指して登っていく」という思いか
ら、登山をモチーフにしました。同時
に、岩手の自然の美しさや険しさも表
現しています。若者が一歩一歩登って
いく先には青空が広がって光が差し込
み、彼のきりりとした眼差しは、岩手
の未来を見つめています。

★副議長賞

髙
たか

橋
はし

 未
み

希
き

さん
（岩手県立産業技術短期大学校）
　県議会への関心が薄い若い人たち
に、少しでも興味を持つきっかけになっ
てくれたらと思って制作しました。身
の回りのことに目を向け、今まで知ら
なかったことに耳をすませて世界を広
げ、岩手の未来を創っていってほしい
です。自分自身を投影しながらポスター
を見ていただけたらと思います。

★入賞

佐
さ

々
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木
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 初
はつ

恵
え

さん
（岩手県立不来方高等学校）
　主役は、学生服を着た男女です。岩
手の未来を見据えるという意味も込め
て、２人を横向きに配置し、遠くを見
つめている構図にしました。若い世代
が引っ張っていく岩手の未来は、爽や
かな空であるように、背景は「青」にし
ました。ポスターを見て、県議会に関
心を持ってくれたらうれしいです。

未来のいわてはここからはじまる
行ってみようよ！県議会

岩手県議会では、選挙権年齢の18歳以上への引き下げに伴い、若者に県議会への
興味・関心を持っていただくためにポスターデザインを公募し、コンテストを実施しました。

若い豊かな感性で描かれた作品の応募が多数あり、
その中から選ばれた入賞４作品と制作者の感想を紹介します。

　４月臨時会が４月28日に開催されました（会期は１日）。令和５年度岩手県一般会計補正予算（第１号）、岩手県県税条例の一部を
改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについての２件の議案は同日に可決・承認されました。

４月臨時会のあらまし

議決の状況
◎令和５年度補正予算【可決】

一般会計１件
◎専決処分【承認】

岩手県県税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて

県議会の傍聴をポスターで呼びかけ
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第187号

Ⓡわんこきょうだい

「いわて県議会だより」は各
市町村を通じて県内全世帯
にお配りしています。 点字
版・テープ版・デイジー版も
用意していますので、ご希
望の方は、県議会事務局ま
でお問い合わせください。

音声データ掲載のご案内
「いわて県議会だより第182
号」から、音声データを岩手
県議会ホームページに掲載
しています。第187号のデー
タは、10月上旬頃に掲載す
る予定です。

https://www.pref.
iwate.jp/gikai/koho/
dayori/1057389/
index.html
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　近年の教育旅行は「環境」や「防災」、
「歴史・文化」といった課題・テーマを
生徒等が自ら設定した上で、探究を重

視した様々な体験型のプログラムを提供してい
くことが求められている。
　このため、三陸ＤＭＯセンターが中心となり、
三陸鉄道による震災学習列車、漁業者が案内す
る海の体験・食の体験、琥珀採掘や、塩づくり
体験などのコンテンツをパッケージ化した「三
陸おすすめ体験プログラム」を制作し、これら
のコンテンツと内陸の世界遺産を結び付けたモ
デルコースの紹介を含めた情報発信に努めてい
る。
　新たな交通ネットワークを活用し、内陸部と
沿岸部、沿岸北部と沿岸南部など圏域間の交
流を促進することは、観光振興を進めていく上
で重要な視点であり、今後、新たなコンテンツ
の発掘や磨き上げを進め、多くの魅力あるモデ
ルコースを提示しながら、本県ならではの教育
旅行の魅力を県内外の学校に発信し、誘致拡
大に取り組んでいく。

　岩手県地震・津波被害想定調査報告
書では、本県最大クラスの地震・津波に
よる被害想定に加え、減災対策の基本

的方向性として、県民一人ひとりの避難意識の
向上や迅速な避難などの自助の取り組みにより、
人的被害を大幅に減らせることを示すとともに、
犠牲者をゼロにするため地域や企業、行政等が
一体となった共助・公助の取り組みを示した。
　県では、昨年11月に沿岸12市町村と岩手県地
震・津波減災対策検討会議を立ち上げ、自動車
による避難や避難行動要支援者の避難のあり方
など、市町村に共通する課題について検討を進
めている。
　また、市町村が津波避難ビルの指定に必要な
調査や住民防災意識の向上、自主防災組織の活
性化などに速やかに取り組むことができるよう、
今年度、地震・津波対策緊急強化事業費補助金
を創設し、市町村の取り組みを支援している。
　自助、共助、公助による防災体制づくりを強
化するとともに、あらゆる主体と連携しながら、

「何としても命を守る」ための地震・津波防災対
策に全力で取り組んでいく。

　沿岸被災地においては、復興の推進
が人口減少対策でもあると考え、企業
立地の推進や地域産業の振興、三陸ジ

オパークや三陸鉄道、豊かな食材・食文化など、
三陸地域の多様な魅力の発信に取り組んできた
が、婚姻件数、出生数とも全県平均を上回る減
少率で推移しており、他県や県内他圏域への転
出も顕著となっている。また、主要魚種の不漁
や物価高騰等の課題が復興の進展に影響を与
え、厳しい状況が続いている。
　このような中、沿岸の地域おこし協力隊員な
どが、漁業への従事をはじめ、空き家を活用し
たＵ・Ｉターンの促進や地域産品の開発に参画
するなど、地域に根差し、地域の課題に積極的
に取り組む動きも見られる。今後も第２期アク
ションプランに掲げる自然減・社会減対策に係
る施策を推進するともに、ニューヨーク・タイム
ズ紙掲載を契機とした国内外の誘客の取り組み
を強化し、更なる交流人口の拡大を図るなど、
沿岸地域の特性を踏まえながら、人口減少対策
を強力に推し進めていく。

　コロナ禍において、岩手県内の小学
校は修学旅行の行き先を県内にシフト
したところだが、今年からの動向が注目

されている。
　東日本大震災津波を風化させず、非常時にお
ける対応を学習する防災教育に関するメニュー、
世界遺産の学習と震災学習施設を結ぶルートの
構築などで、県内の圏域間の交流を促進するこ
とが必要と考えるが、見解を伺う。

　県が公表した本県最大クラスの津波
浸水想定によると、日本海溝・千島海
溝沿いにおいてマグニチュード９クラス

の地震が発生した場合、本県沿岸には最短で14
分、最大で29.5ｍの津波が押し寄せるというこ
とである。東日本大震災津波では約6,000人と
いう大きな犠牲を出しており、何としても二度と
繰り返してはならない。県の対応について伺う。

　地域や産業の振興は人がいてこそ成
し遂げられ、被災地に人が戻ってきて
初めて復興が完遂したと言える。しか

し、東日本大震災津波の発災から、時間の経
過とともに、少子化、高齢化がより進み、人口
の減少に歯止めがかからない状況にある。人口
減少対策は復興の推進の成否に関わるものであ
ると考える。そこで改めて、被災地の人口減少
対策について知事の所見を伺う。

いわて新政会 希望いわて 自由民主党

中
な か

平
た い

 均
ひとし

 議員 伊
い

藤
と う

 勢
せ い

至
し

 議員 佐
さ

々
さ

木
き

 茂
し げ

光
み つ

 議員
◆久慈選挙区 ◆宮古選挙区 ◆陸前高田選挙区

東日本大震災津波伝承館での教育旅行の様子 久慈市での避難訓練の様子 人口問題対策本部会議の様子

1人目 2人目 3人目

１　県の財政運営
２　人口減少社会への対応
３　物価高騰対策
４　安心安全な地域づくり　ほか

１　全国植樹祭の成果
２　グリーン／ブルーボンドの今後の取り組みに向けた決意
３　サケの自然ふ化増殖の推進
４　国際リニアコライダー（ＩＬＣ）

１　第一次産業の振興
２　国土強靱化と道路ネットワークの整備
３　港湾振興策
４　鳥獣による農作物被害対策　ほか

■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。

答 答
答

問 問 問

交流人口拡大と観光振興 津波防災対策 被災地の人口減少対策

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

6 29 木 一般質問 各質問者の録画映像は QR コードからご覧いただけます。または「岩手県議会中継」で検索してご覧いただけます。
※視聴環境は Wi-Fi および各キャリアの高速回線サービスを推奨します。

６月29日から７月４日まで行われた一般質問では、12名の議員が質問に立ちました。
その中から、それぞれ１項目を取り上げ、議員の質問と知事または関係部局長等の答弁の要旨を紹介します。県政に関する質問から

◎採択（意見書を発議し、関係機関に要望することとして採択）
▶ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・義務教育費国庫負担制度負担率の引き上

げを求める請願
▶特定商取引法の平成28年改正における５年後見直し規定に基づく抜本的改正を

求める請願
▶社会保障制度の整備、子育て施策、ふるさと振興の推進等のための地方財政の充

実・強化を求める請願（総務委員会付託分）
▶社会保障制度の整備、子育て施策、ふるさと振興の推進等のための地方財政の充

実・強化を求める請願（環境福祉委員会付託分）
▶「健康保険証を持てない人」をつくり出す健康保険証廃止の中止を求める請願（環

境福祉委員会付託分）

▶ＬＧＢＴ理解増進法の改定を求める意見書の提出ならびに岩手県における差別
禁止条例の制定及びパートナーシップ・ファミリーシップ制度の導入を求める
請願

▶認定職業訓練振興のための施策の推進について請願
◎不採択
▶「健康保険証を持てない人」をつくり出す健康保険証廃止の中止を求める請願（総

務委員会付託分）
▶議員提案による岩手県独自の薬害予防・評価・救済に関する自治立法の請願
◎審議未了
▶日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・

水・土の安全の保障を求める請願

★採択された請願の本文は県議会ホームページでご覧になれます。
★請願の件名は請願書のとおり記載しています。請願の採択状況
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　北上川流域は、半導体・自動車関連
産業を中心に70社が新規立地するな
ど、産業集積が進行している。プロジェ

クトの推進に当たっては、半導体やＡＩの専門
家から指導をいただき、県央・県南広域振興圏
の16市町で構成する展開研究会を組織し、有
識者や民間企業等と連携し、産業分野のＤＸの
推進やＡＩ人材の育成などに取り組んでいる。
　成果としては、工場のスマート化による生産
の効率化など、産業分野のＤＸの導入促進、デ
マンド型乗合バスやモバイルクリニックなど生
活分野へのＤＸの活用、学術機関と地元の高等
教育機関との連携によるＡＩ人材育成が挙げら
れ、北上川バレーエリアガイドブックやＳＮＳ「い
わてのわ」を活用した情報発信にも取り組んで
いる。引き続き、集積産業の裾野の拡大や先
進事例の横展開、地域の魅力の情報発信など
を進めて成果を県内の他圏域へ波及させ、働き
やすく暮らしやすい岩手の実現を目指していく。

　市町村においては、令和６年度末ま
でに将来の農地利用の姿を明確化した
地域計画を策定することとされ、県内で

は約380の地域計画の策定が計画されている。
　県では、市町村の取り組みを支援するため、
県や農業委員会などで構成する推進チームが中
心となって、農地の出し手・受け手の意向把握
とともに、将来の農地利用や地域農業を担う経
営体の確保・育成に向けた話し合いを進めてい
る。また、モデル地区を県内に４カ所設定し、
今年度はモデル地区での取り組みや県外の優良
事例などを学ぶ研修会を開催し、計画策定のノ
ウハウなどの普及を図ることとしている。
　今後は策定された地域計画に基づき、高収益
作物の導入や地域農業を担う経営体への農地の
集積・集約化を進め、農業生産の維持・拡大を
図るなど、本県農業が持続的に発展するよう関
係機関・団体と連携しながら取り組んでいく。

　近年、長野県や兵庫県においてＡＩ
を活用した政策シミュレーション研究が
進められており、本県でも岩手県立大

学が京都大学や株式会社日立製作所と共同で
同様の研究を進めている。この共同研究のメン
バーとなっている京都大学広井教授の著書によ
れば、ＡＩは、無数のありうる「未来」を網羅
的に列挙できる。現状や未来について人間の「認
知のゆがみ」を是正できる。多くの要因間の「複
雑」な関係性や影響を分析できる。「不確実性」
や「あいまいさ」を組み入れた予測をなしうる、
などの長所を持っているとされている。
　一方、ＡＩはシミュレーションの土台にある価
値判断や意味の理解、感情という機能を持ち合
わせておらず、結果を踏まえた意味の解釈や評
価軸の選定、未来社会の構想などは全て人間の
力が必要である。現時点でＡＩは政策立案にお
ける補助的なツールと考えており、今後の活用
は、長所と課題を踏まえて検討していく。

　北上川バレープロジェクトによる北上
川流域への産業集積や革新的情報産業
技術の発展は、働きやすさと暮らしや

すさに結び付き、結果的に有効な人口減少対策
につながると考える。プロジェクトの推進体制
の構築には、多様な主体との連携・協働が重要
であるが、現状はどうなっているか。
　また、プロジェクトの目標と成果について、
他圏域との比較においてどのような状況にある
と捉え、県全体に波及させるためにどのような
取り組みを進めようとしているのか伺う。

　本県農業が将来にわたって維持発展
していくためには、地域それぞれの特徴
を生かし、地域内で幅広く議論し、耕

種や畜産などの品目に関係なく、農地を有効活
用していく必要がある。国は、地域での話し合
いにより、目指すべき将来の農地利用の姿を明
確化する地域計画を、市町村が策定することと
して進めているが、県として、農業従事者や水
田などの農地の実態を踏まえ、地域計画の策定
や農地の有効活用に向けた取り組みをどのよう
に進め、どのように岩手の農業を発展させてい
くのか伺う。

　県の仕事は実にさまざまな分野に及
び、膨大である。ＡＩという新しい道具
を、県の仕事に利用できないかと考え

るのは自然な成り行きであろう。人間の能力に
は限界があるため、ＡＩがわれわれの欠点を補っ
てくれるという意味では、非常に可能性がある
と思うが、政策の立案、決定においてＡＩの判
断に頼り過ぎれば、人間が片隅に追いやられ、
県民不在の県政に陥る可能性も出てくる。
　岩手県政、その政策立案において、ＡＩの活
用はどのようにすべきと考えているのか伺う。
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農業（イメージ）北上川バレーエリアガイドブック（表紙） 人工知能（イメージ）

1人目 2人目 3人目

１　地域公共交通政策
２　これからの県民医療
３　ＧＸの推進
４　中小企業政策

１　人口減少と地方創生
２　知事の県政運営
３　県立高校教育のあり方
４　全国植樹祭と緑の少年団

１　ブルーボンド
２　ＡＬＰＳ処理水の海洋放出と原発
３　学校の文化芸術の育成
４　県営住宅　ほか

■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。

答
答 答

問 問 問

北上川バレープロジェクト 地域計画の策定や農地の有効利用 政策立案における人工知能（ＡＩ）の
活用

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

6 30 金 一般質問 各質問者の録画映像は QR コードからご覧いただけます。または「岩手県議会中継」で検索してご覧いただけます。
※視聴環境は Wi-Fi および各キャリアの高速回線サービスを推奨します。

◎規則
▶岩手県議会会議規則の一部を改正する規則
◎意見書
▶計画的な教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求める意見書
▶健康保険証廃止の中止等を求める意見書
▶性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進

に関する法律の改正を求める意見書
▶選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書

▶社会保障制度の整備、子育て施策、ふるさと振興の推進等のための地方財政の充
実、強化を求める意見書

▶特定商取引法の平成28年改正における５年後見直し規定に基づく抜本的改正を
求める意見書

▶認定職業訓練振興のための施策の推進を求める意見書
▶公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法の廃止及び教

職員の働き方改革の促進を求める意見書
▶多文化共生のための社会基盤整備を求める意見書
▶新型コロナウイルス感染症に対する適切な対応を求める意見書
▶認知症の人やその家族が安心して暮らすことのできる社会の構築を求める意見

書
▶食料安全保障の強化を求める意見書
▶漁業生産力の発展に向けた支援の充実・強化を求める意見書
▶ローカル鉄道の維持・確保に向けた支援の強化を求める意見書

今定例会では規則１件、意見書14件が可決されました。
可決された意見書は、県議会から、内閣総理大臣をはじめ国会や国の関係機関など
に提出し、その実現を図るよう強く要望しました。

★意見書の本文は県議会ホームページで
　ご覧になれます。議員・委員会が提出した議案
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　妊産婦が身近な地域できめ細かなケ
アを受けられる環境の整備が重要であ
ることから、県では、全市町村での産

後ケア事業の実施を目標に掲げ、事例集の作成・
配布や県独自の産後ケア利用料の無償化に対す
る補助などにより、市町村の取り組みが拡大す
るよう支援してきた。
　こうした取り組みにより、産後ケアに取り組
む市町村も増えてきており、中には地元の宿泊
施設を利用してデイサービス型事業を始めるな
ど、地域資源を活用した新たな取り組みも進ん
でいる。
　また、利用促進に当たっては、利用者の負担
軽減や利便性の向上も重要な視点であることか
ら、各市町村で取り組んでいる事例を共有し、
医療機関や助産師など地域の関係者とも意見
交換を行いながら、利用者に配慮した事業のあ
り方についても議論を進めていく。

　県ではこれまで、限られた医療資源の
もとで、質の高い周産期医療を提供する
ため、県内４つの周産期医療圏を設定

し、岩手医科大学附属病院が担っている総合周
産期母子医療センターと地域周産期母子医療セ
ンターなどの機能分担と連携のもと、分娩リスク
に応じた医療提供体制の整備を進めてきた。
　次期保健医療計画の策定に当たっては、妊産
婦の受療動向や医療資源の動向などを踏まえ、
中長期的視点から質の高い安全な周産期医療体
制の検討を行っている。また、胎児の心拍など
の情報をリアルタイムに周産期母子医療センター
に送信するモバイル型妊婦胎児遠隔モニターの
活用や、周産期医療情報ネットワーク「いーはとー
ぶ」による情報連携に加え、今年度全ての妊産
婦に拡充した健診のほか、分娩に係る通院・宿
泊費の助成や産後ケアなど、市町村とも連携し
ながら、より安全・安心な妊娠・出産ができる周
産期医療の充実に努めていく。

　通常の直轄権限代行は、対策を行う
べき道路交通上の課題が確認できると
ともに、「全国的な幹線道路網の観点か

ら特に重要なもの」、「高度な技術を要し、都道
府県による施工が困難なもの」が採択要件となっ
ており、道路交通上の課題やルート、構造など
の調査が一定程度進んでいる必要がある。
　直轄権限代行は、事業を進める上での制度の
一つではあるが、まずは協議会において、対策
の必要性や効果、技術的な課題などの検討を進
め、その熟度を高めながら、国と情報交換して
いく。

　産後ケア事業は、退院直後の母子に
対して心身のケアや育児のサポートな
どを行い、産後も安心して子育てがで

きる支援体制の確保を目的としている。本県で
は現在、31市町村で産後ケア事業が実施されて
いるが、提供するサービスにはバラツキがある。
全ての県民が平等にサービスを受けるためには、
全市町村で産後ケア事業を実施するとともに、
各市町村が実施するメニューも拡充していく必
要があると思うが、県の認識を伺う。また、利
用のしやすさにも課題があるが、県としてどの
ように取り組んでいくのか、併せて伺う。

　一昨年の県立釜石病院における分娩
停止や昨年の奥州市の個人病院におけ
るお産の受け入れの取りやめなどによ

り、周産期医療の課題が浮き彫りとなっている。
本県では現在、患者搬送や治療動向を考慮し、
４つの周産期医療圏を設定しているが、来年度
は次期保健医療計画の策定時期である。
　妊産婦などが身近な地域でケアを受けられる
よう、新たな周産期医療圏のあり方をどうする
かを含め、よりきめ細かな環境整備が必要と考
えるが、県の認識を伺う。

　国道343号新笹ノ田トンネル整備に
関する検討会議「第１回国道343号笹ノ
田地区技術課題等検討協議会」が令和

５年３月24日に開催され、国道 343 号全線の
中で、笹ノ田峠が路線最大のあい路であること、
急カーブや急勾配が存在する区間が連続してお
り、規格の低い道路構造であること、また、複
数の断層のほか、自然災害や交通事故による通
行規制が複数発生していることなどが確認され
た。
　今後、この検討協議会において、技術的課題
をさらに検討し、概略ルートや構造についての
検討が進められると思うが、検討協議会を土台
にした県や有識者からなる会議に国も参加し、
防災や安全に関する検討に対して助言をいただ
きながら、国直轄による権限代行実施の検討を
行うための調査の実施という流れが想定される
が、いかがか。

自由民主党 希望いわて いわて県民クラブ

高
た か

橋
は し

 こうすけ 議員 千
ち

葉
ば

 秀
ひ で

幸
ゆ き

 議員 飯
い い

澤
ざ わ

 匡
ただし

 議員
◆盛岡選挙区 ◆奥州選挙区 ◆一関選挙区

産後ケア（イメージ） 周産期母子医療センターの様子 笹ノ田峠の様子（冬季）

1人目 2人目 3人目

１　知事の県政運営
２　若者等への就業支援
３　教育施策
４　消防の体制整備　ほか

１　知事の４期16年の総括と今後の展望
２　子育て支援
３　農業振興と農作物被害対策
４　教育振興　ほか

１　達増県政16年の評価
２　ＪＲローカル線の維持発展
３　ＩＬＣの実現に向けた県の対応
４　知事と県内首長とのコミュニケーション　ほか

■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。

答 答

答

問 問 問

産後ケア事業の充実 新たな周産期医療のあり方 新笹ノ田トンネルの整備促進

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

7 3 月 一般質問 各質問者の録画映像は QR コードからご覧いただけます。または「岩手県議会中継」で検索してご覧いただけます。
※視聴環境は Wi-Fi および各キャリアの高速回線サービスを推奨します。

用語解説
▶デマンド型乗合バス（3ページ）…「デマンド」とは要望のことで、利用者か

らの要望に応じて運行するバス。
▶モバイルクリニック（3ページ）…医療機器などを搭載した専用車両が患者

の自宅付近まで向かい、看護師によるサポートのもと、車内でオンライン
診療を行うこと。

▶周産期医療情報ネットワーク「いーはとーぶ」（4ページ）…県内の周産期
医療機関や市町村をネットワークで結び、妊娠届出・妊婦健診・分娩などの
情報を登録・共有し、安心安全な妊娠・出産・育児を支援するための周産期
医療情報システム。

▶再構築協議会制度（5ページ）…利用者の減少などにより厳しい状況にあ
るローカル鉄道の再構築に向け、鉄道輸送の維持・高度化やバス等への転
換について話し合い、再構築方針を作成するため、自治体または鉄道事業
者からの要請に基づき、国が「再構築協議会」を設置する制度。

▶重層的支援体制整備事業（5ページ）…市町村において、既存の相談支援
や地域づくり支援の取り組みを活かしつつ、地域住民の複雑化・複合化し
た支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築するため、相談支援、参
加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施する事業。
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　本県の外国人宿泊者数の実績をもと
に、台湾を最重点市場、中国・香港・
韓国などの東アジアを重点市場、冬季

スキー客の増加が期待できるオーストラリア、訪
日客数が大きく伸びている東南アジアを開拓市
場と位置づけてプロモーションを展開してきた。
　今後、新たな市場を開拓していくためには、
東北観光推進機構など広域的な組織と連携し、
また、大使館や領事館の協力を得ながら、海外
展開している大手百貨店や量販店の店舗などを
活用し、県産品の海外市場への販売戦略と連動
して観光プロモーションを展開していく手法が
有効と考えている。このような考えのもと、今
年度はマレーシアとシンガポールで、県産品フェ
アと観光プロモーションを実施する準備を進め
ているほか、現在、策定を進めているみちのく
岩手観光立県第４期基本計画などの中で、新た
な市場の開拓や今後のプロモーションのあり方
などについて検討を進めていく。

　限られた運転士などの資源の中で、
公共交通を維持していくためには、公
共交通機関が有機的に連携していくこ

とは必要であり、現在、策定に着手している次
期公共交通計画では、新たな国の事業の積極
的な活用を含めた議論をしていきたいと考えて
いる。
　列車、バスなどで荷物を輸送する貨客混載に
ついては、列車の有効活用を図るとともに、物
流分野の省力化・効率化や環境負荷の軽減を図
る観点から注目されており、ＪＲ北海道で取り
組みがあると承知している。
　ＪＲや事業者間で採算性の検討が必要だが、
旅客の利用促進だけでなく、地域振興策におけ
る列車の活用も含めて、沿線自治体との協議の
場で検討しながらＪＲに提案していきたい。

　個人の価値観や生き方が多様化し、
悩みや不安が複雑化する中で、より住
民に寄り添った行政が求められる。生

活上の課題に幅広く対応し、介護や子育て、生
活困窮などの属性や世代を問わない支援を一体
的に実施するためには、市町村が重層的支援
体制を整備していくことが有効である。県では、
重層的支援体制整備事業の実施市町村の拡大
に向け、研修会の開催やアドバイザー派遣など
により、市町村の取り組みを支援している。
　また、県においては、児童虐待相談などに迅
速かつ的確に対応するため、児童相談所職員
を計画的に増員してきたほか、多様化・複雑化
する相談ニーズに対応する人材を育成するため、
大学や福祉関係機関・団体との役割分担のもと、
社会福祉研修事業を実施し、福祉職員全体のス
キルアップを図っている。
　今後も社会的包摂の視点に立って、市町村や
関係団体など多様な主体との連携・協働のもと、
相談支援体制を強化し、県民一人ひとりがエン
パワーされるよう取り組んでいく。

　2023年１月から５月までのベトナム
からの訪日客数は、国・地域別の全市
場の中で伸び率１位であり、ベトナム経

済の明るい展望と中流層の急速な増加から、ベ
トナムに着目し、インバウンド誘致を仕掛ける
自治体も出てきている。
　台湾などとのパイプはこれまで同様に大事に
しなければならないが、親日国で知られている
ベトナムなど、ポテンシャルのある新たな国との
交流なども進めながら、観光施策を進めていく
ことも重要と考えるが、知事の見解を伺う。

　本県のＪＲ線のうち６路線については、
その輸送密度により、早急に改善が必
要であるとして、再構築協議会制度の対

象となるが、今後の協議の中で、沿線自治体の
首長会議と連携し、どう利用促進を図っていく
のか。特に、ＪＲ釜石線で行われた貨客混載と
いう考えが重要であると考える。
　自動車物流などの2024年問題がクローズアッ
プされているが、それぞれの交通機関の機能を
どういう形で有機的に結び付けて有効に活用し
ていくのか。三陸鉄道、ＩＧＲ、ＪＲという本県
の抱えているローカル線を含めた地域公共交通
政策について、総合的な視点に立った利用促進
などの議論が必要になると思うが所見を伺う。

　社会福祉分野においては、複雑化、複
合化した支援ニーズに対応する包括的な
支援体制を構築することが重要である。

　県として、社会福祉分野におけるソーシャル
ワークを強化する取り組み、また、ソーシャル
ワーカーの育成などの人材確保、体制整備など
を含めた社会福祉行政における相談機能、相談
支援の強化について、どのように進めていくの
か伺う。

いわて新政会 社民党 公明党
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 議員
◆盛岡選挙区 ◆花巻選挙区 ◆盛岡選挙区

ＪＲローカル線維持確保連絡会議の様子 相談支援（イメージ）FOOD TAIPEI 2023の様子

1人目 2人目 3人目

１　県庁舎のあり方
２　県庁内保育施設
３　野生鳥獣被害対策
４　トップアスリートの育成　ほか

１　東日本大震災津波からの復興と防災
２　地域医療
３　教育施策
４　がん対策

１　東日本大震災津波からの復興
２　不登校対策
３　子育て支援・少子化対策
４　健康増進施策　ほか

■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。 ■上記のほかに、下記についても質問をしています。

答

答

答

問 問 問

インバウンドの拡大 ＪＲローカル線における県内６路線の
今後のあり方 社会福祉行政における相談支援の強化

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

各議員の質問の詳細と
答弁の内容は、動画で
ご覧いただけます。

7 4 火 一般質問 各質問者の録画映像は QR コードからご覧いただけます。または「岩手県議会中継」で検索してご覧いただけます。
※視聴環境は Wi-Fi および各キャリアの高速回線サービスを推奨します。

岩手県立不来方高等学校 佐
さ

々
さ

木
き

 初
はつ

恵
え

 さん

若者向け傍聴案内ポスターデザイン
コンテスト入賞作品の中から、
6 月定例会のポスターを作成しました。

　若い世代の人達に県議会に対して親近感を持ってもらうために、
学生服の男女を大きく描き、岩手の未来を見据えるという意味を
込めて、2人を横向きに配置し、遠くを見つめる構図にしました。
私自身、県議会に行ったことがなく、この作品をきっかけに県議
会について知りたいと思い制作しました。

■お問い合わせ／岩手県議会事務局 総務課　電話：（019）629-6006（直通）

※傍聴人数が10名を超える場合は、事前にお問い合わせください。

　令和４年度から、小
学生以下の方も本会議
を傍聴できるようにな
りました。親子で傍聴
される際、もしお子様
が泣いた場合でも、お休みいただけるお部屋（本会
議のテレビ中継の視聴可）を用意していますので、
安心して傍聴にお越しください。

傍聴の案内
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常任委員会の活動状況

特別委員会の活動状況

　県の仕事は教育や福祉、環境問題など、その領域は広く、また複雑化しています。
　このため、県議会ではこれらの問題を効率よく専門的に審査し、限られた会期の中で多くの議案や請願陳情を審議するため、５つの常任委員会を
設けています。常任委員会では、付託された議案等を審査するほか、委員会単位で現地を訪問し、課題の調査等を行っています。
　ここでは、６月定例会において各常任委員会で審査した議案および請願と、５月に行った現地調査をご紹介します。

　特別委員会は、特に必要と認める事項の審査や調査のために、本会議の議決で設置される臨時的な委員会です。
　決算特別委員会、予算特別委員会のほか、次のページに掲げる特別委員会を設置しました。
　調査事項に関する学識経験者や専門家を参考人として招致し、それぞれの取り組みについて説明を受け、質疑・意見交換により議論を深めました。現地調査では、県内外の先進
的な取り組みなどを調査しました。
　７月７日の６月定例会最終日の本会議において、調査結果を各委員長から報告し、県に対して今後の施策の推進に当たり配慮するよう要望を行い、調査を終了しました。
　各特別委員会の詳しい活動状況については、次のページでお知らせします。

【議案】 
議案第２号　岩手県の事務を市町村が処理することとする事務
　　　　　 処理の特例に関する条例の一部を改正する条例
議案第４号　岩手県県税条例の一部を改正する条例　ほか７件

【請願】
受理番号第105号　社会保障制度の整備、子育て施策、ふるさと振興
　　　　　　　　の推進等のための地方財政の充実・強化を求める
　　　　　　　　請願　ほか２件

【議案】 
議案第11号　岩手県立不来方高等学校校舎大規模改造（建築）工
　　　　　事の請負契約の締結に関し議決を求めることについ
　　　　　て
議案第14号　岩手県立学校共同実習船建造の請負契約の締結に
　　　　　関し議決を求めることについて　ほか３件

【請願】
受理番号第103号　ゆたかな学びの実現・教職員定数改善・義務教育
　　　　　　　　費国庫負担制度負担率の引き上げを求める請願

【議案】 
議案第７号　岩手県手数料条例の一部を改正する条例（環境福祉
　　　　　委員会付託分）
議案第19号　いわて男女共同参画プランの変更に関し議決を求
　　　　　めることについて

【請願】
受理番号第104号　特定商取引法の平成28年改正における５年後見
　　　　　　　　直し規定に基づく抜本的改正を求める請願
　　　　　　　　ほか４件

【議案】 
議案第３号　緊急雇用創出事業臨時特例基金条例の一部を改正
　　　　　する条例
議案第10号　一般国道397号小谷木橋旧橋撤去（下部工）（第３工
　　　　　区）工事の請負契約の締結に関し議決を求めることに
　　　　　ついて　ほか２件

【請願】
受理番号第111号　認定職業訓練振興のための施策の推進について
　　　　　　　　請願

【議案】 
議案第16号　損害賠償請求事件に係る和解及びこれに伴う損害
　　　　　賠償の額を定めることに関し議決を求めることにつ
　　　　　いて

令和５年５月16日～17日
［調査先］青森県平川市
［調査事項］新本庁舎建設事業の概要について

［調査先］青森県弘前市
［調査事項］市民参加型のまちづくりについて

［調査先］一般社団法人秋田犬ツーリズム（秋田県大館市）
［調査事項］地域連携ＤＭＯによる地域振興の取り組みについて

令和５年５月16日～17日
［調査先］青森県三沢市
［調査事項］三沢市の英語教育と国際交流の推進について

［調査先］八戸市長根屋内スケート場（青森県八戸市）
［調査事項］ＹＳアリーナ八戸の概要について

［調査先］八戸市美術館（青森県八戸市）
［調査事項］人とまちを育む美術館について

［調査先］青森市立小柳小学校（青森県青森市）
［調査事項］ＩＣＴの活用とデジタル教科書の導入について

令和５年５月18日～19日
［調査先］秋田県大仙市
［調査事項］健幸まちづくりプロジェクトについて

［調査先］株式会社アルファシステム（秋田県秋田市）
［調査事項］フレイル健診システムについて

［調査先］秋田臨海処理センター（秋田県秋田市）
［調査事項］秋田県流域下水道を核に資源と資産活用で実現　
　　　　　する秋田の再エネ地域マイクログリッドについて

令和５年５月18日～19日
［調査先］宮城県栗原市
［調査事項］栗原市の移住定住施策について

［調査先］宮城県白石市
［調査事項］白石城を活かした観光の取り組みについて

［調査先］南三陸沿岸国道事務所（宮城県気仙沼市）
［調査事項］気仙沼湾横断橋の概要について

令和５年５月23日～24日
［調査先］公益財団法人宮城県水産振興協会（宮城県塩竈市）
［調査事項］みやぎ漁師カレッジの取り組みについて

［調査先］アクアイグニス仙台（宮城県仙台市）
［調査事項］太陽熱利用型ハウス栽培および食と農を通じた
　　　　　 地域振興の取り組みについて

［調査先］宮城県林業技術総合センター（宮城県大衡村）
［調査事項］みやぎ森林・林業未来創造カレッジの取り組み
　　　　　 について

〇総務委員会（菅野ひろのり 委員長）

〇文教委員会（佐々木宣和 委員長）

〇環境福祉委員会（佐々木朋和 委員長）

〇商工建設委員会（佐藤ケイ子 委員長）

〇農林水産委員会（川村伸浩 委員長）

６月定例会で審査した議案および請願

６月定例会で審査した議案および請願

６月定例会で審査した議案および請願

６月定例会で審査した議案および請願

６月定例会で審査した議案

現地調査

現地調査

現地調査

現地調査

現地調査

青森県平川市

青森県三沢市

宮城県白石市

アクアイグニス仙台

一般社団法人秋田犬ツーリズム

ＹＳアリーナ八戸

秋田臨海処理センター

株式会社アルファシステム

気仙沼湾横断橋

宮城県林業技術総合センター
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千代田区役所

スマイルファクトリー

株式会社石見銀山生活観光研究所

長崎県五島市

海田西小学校

山口県産業技術センター

特別委員会の活動状況

東日本大震災津波復興特別委員会（名須川晋 委員長）
〈調査事項：東日本大震災津波に係る復旧・復興などに関する調査〉

新型コロナウイルス感染症対策調査特別委員会（髙橋はじめ 委員長）
〈調査事項：新型コロナウイルス感染症対策に関する調査〉

令和５年４月20日
　岩手大学　名誉教授　齋藤徳美氏を招
き、復興の課題と日本海溝津波への対応
について説明を受けた後、防災先進地と
して岩手県が果たす役割や今後の可能
性、震災復興と三陸鉄道の関わり、住民の
足としての鉄路のあり方、首都直下型地
震の被害想定などについて意見交換を行
いました。

令和５年４月20日
　盛岡市立病院　院長　加藤章信氏を招
き、新型コロナウイルス感染症対応の振
り返りと今後　５類へ移行した後の医療
対応について説明を受けた後、移行後の
病院の受け入れ体制、高齢者施設への対
応、後遺症対策などについて意見交換を
行いました。

委員会の開催 委員会の開催

デジタル社会・ＤＸ推進調査特別委員会（佐々木宣和 委員長）
〈調査事項：デジタル社会およびＤＸの推進に関する調査〉

地球温暖化・エネルギー対策調査特別委員会（柳村一 委員長）
〈調査事項：地球温暖化やエネルギーに関する調査〉

教育・子ども政策調査特別委員会（吉田敬子 委員長）
〈調査事項：教育や子育て環境に関する調査〉

新産業創出・働き方改革調査特別委員会（岩渕誠 委員長）
〈調査事項：新産業創出や働き方改革に関する調査〉

令和５年１月12日
　株式会社Eco－Pork　営業
部リーダー　町田遼氏を招き、
テクノロジーを活用した畜産
業の振興について調査を行い
ました。

令和５年１月12日
　北海道大学大学院工学研究
院　教授　林基哉氏を招き、寒
地における建築物の低炭素化
と健康について調査を行いま
した。

令和５年１月12日
　一般財団法人地域・教育魅力
化プラットフォーム　ディレ
クター　長谷川勇紀氏を招き、
高校の魅力化について調査を
行いました。

令和５年１月12日
　株式会社ミツイ　代表
取締役社長　金沢和樹氏、
ソーシャルサポート事業
部　ＧＭ　佐藤大介氏を
招き、多様な働き方と魅力
ある職場環境の整備につ
いて調査を行いました。

令和５年１月31日～２月２日
［調査先］静岡県掛川市
［調査事項］掛川市ＤＸ推進計画について

［調査先］株式会社木村鋳造所（静岡県御前崎市）
［調査事項］３Ｄデータを活用した鋳造等について

［調査先］愛知県豊橋市
［調査事項］テクノロジーを活用した防災の取り組みについて

令和５年１月31日～２月２日
［調査先］東京都千代田区
［調査事項］千代田区における地球温暖化対策の取り組み等
　　　　　について

［調査先］長野県
［調査事項］長野県における地球温暖化対策の取り組み等に
　　　　　ついて

［調査先］長崎県五島市
［調査事項］五島市における再生可能エネルギーへの取り組み
　　　　　等について

令和５年１月24日～26日
［調査先］スマイルファクトリー（大阪府池田市）
［調査事項］公設民営フリースクールでの学びについて
［調査先］ひまわりプラザ、海田西小学校（広島県海田町）
［調査事項］・かいた版ネウボラの取り組みについて
　　　　　・不登校ＳＳＲの取り組みについて

［調査先］広島県
［調査事項］・子供の予防的支援について
　　　　　・子供アドボケイトの取り組みについて
　　　　　・広島県の特色ある教育について

令和５年１月24日～26日
［調査先］まつえ産業支援センター（島根県松江市）
［調査事項］Ruby City MATSUE プロジェクトについて
［調査先］株式会社石見銀山生活観光研究所（島根県大田市）
［調査事項］ライフスタイルブランド「群言堂」について
［調査先］山口市産業交流拠点施設（山口県山口市）
［調査事項］新山口駅周辺の拠点性向上による産業振興について
［調査先］山口県産業技術センター（山口県宇部市）
［調査事項］成長産業の発展に向けたイノベーションの推進に
　　　　　ついて

掛川市役所 株式会社木村鋳造所

委員会の開催

委員会の開催

委員会の開催

委員会の開催

現地調査

現地調査

現地調査

現地調査
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ホームページのご案内 岩手県議会事務局
議会の概要、議員名簿、本会議の会議録、本会議のインター
ネット中継、傍聴や請願・陳情の手続等をご覧いただけます。
https://www.pref.iwate.jp/gikai/index.html

〒020-8570　岩手県盛岡市内丸10番1号
電話（019）629-6021・6022　FAX （019）629-6014
E-mail　gikai@pref.iwate.jp

岩手県庁の隣です

編集・発行・
問い合わせ先

●インターネット中継
　県議会ホームページでは、本会議や予算・決算特別委員会の
ライブ中継をしているほか、録画中継も行っていますので、ぜ
ひご覧ください。

●岩手県議会公式チャンネル（YouTube）
　一般質問等のほか、岩手県議会の役割や議員のしごとなどをわかりやすく紹介す
る動画「わたしたちの岩手県議会」をYouTubeで配信しています。公式チャンネル
からご覧ください。

●テレビ広報 県議会ダイジェスト番組「きょうの県議会」「総集編」
　一般質問の様子を３分程度にまとめた番組を、テレビ岩手、岩手めんこいテレビの各放送局
で質問当日の18時50分台に放送します。
　また、一般質問が終わった翌々週の土曜日、10時から12時までの間に「きょうの県議会総
集編」をテレビ岩手で放送します。令和５年度からは字幕および手話通訳を付ける取り組みを
行っています。　※放送時間は変更になる場合があります。

●岩手県議会Facebook
　議会の日程や最近のトピックなどを配信するため、岩手県議会Facebookページ
を開設しています。県議会ホームページの「岩手県議会Facebook」をクリック！

●岩手県議会パネル展示のご案内
　県議会議事堂１階玄関ホールと２階議会図書室において、県議会の歴史や活動を紹介するパネ
ル展示などを行っています。どなたでも自由にご覧いただけますので、ぜひお立ち寄りください。

●一般質問に登壇する議員と質問項目
　各定例会で一般質問に登壇する議員と質問項目は、定例会開会日の本会議終了後に県議会
ホームページでお知らせしています。県議会ホームページの「一般質問通告」をクリック！

●請願の提出
　請願の提出には、県議会議員の紹介（署名）が必要です。請願を提出する方は、審査を希望す
る定例会の招集日までに会派など（議員）に対して十分に説明を行い、議員の紹介を受けた上
で、請願審査が行われる常任委員会開催予定日の３日前の正午までに県議会事務局に提出して
ください。
　なお、提出期限などの具体的な日時は、定例会ごとに会期などと併せて県議会ホームページ
でお知らせします。

●議場見学のご案内
　県議会では、開かれた議会を目指し、議場の見学を受け付けています。議場見学では、議会事
務局職員が、議会運営の概要や議場内の施設を説明します。学校の社会見学、町内会の生涯学
習行事など、お気軽にお越しください。
※本会議開催日など見学できない日がありますので、事前にお問い合わせください。
お問い合わせ・お申し込み先／岩手県議会事務局 総務課　電話：（019）629-6006（直通）

●こんにちは県議会（キッズページ）のご案内
　県議会ホームページでは、県議会についてわかりやすく説明したキッズページ
を開設しています。パンフレットのダウンロードもできますので、ぜひご覧くだ
さい。県議会ホームページの「こんにちは県議会」をクリック！

県議会からの
お知らせ

岩手県議会公式動画チャンネル 検索

　県議会では今年度も「親子県議会教室」を開催します。
　クイズで県議会の役割を学んだり、県議会議事堂を探検して、実際に議員席に座ってみ
たり、親子で楽しく県議会を体験してみませんか？
　県内の小学校・義務教育学校に通う５・６年生と保護者の皆様の参加をお待ちしています。

自由研究にもおすすめ！
冬休み！親子県議会教室開催のお知らせ

開催
予告

開催概要　■ 開催日：令和５年12月26日（火）　■ 開催場所：岩手県議会議事堂
　　　　　■ 内容 (予定)： • 県議会議事堂を探検してみよう　• 県議会議員にいろいろ聞いてみよう　• 県議会クイズに挑戦しよう など
参加方法　11 月上旬から岩手県議会ホームページなどでお知らせします。
　　　　　昨年度の様子はこちらをご覧ください。https://www.pref.iwate.jp/gikai/koho/oyako/1059800.html

参加した児童の感想／わたしは、県議会のことをあまり知りませんでした。けれども、県議会クイズなどで楽し
く県議会のことを知れて良かったと思いました。また、ふだんはできない議長や副議長などの席に座ったり議員
との名しこうかんやふれあいトークなどをするなどの良い体験をすることができたなあと思いました。今日の
体験でわたしは、県議会についてもっと知りたいと思いました。今日は、本当にありがとうございました。

参加した保護者の感想／子供自身は緊張していたようですが、議場に
入ったり名刺交換をしたり、なかなか経験できないことを体験でき、良
かったと思います。私も議場に入ることができ、うれしかったです。

県民と県議会との意見交換会 　県議会では、定期的に県民の皆さんとの意見交換会を行っており、令和５年
度の前期は、４月25日に金ケ崎町、４月27日に滝沢市を会場に開催しました。
　金ケ崎町会場では、競技指導や住民の健康づくりなど県南地域でスポーツ振
興に取り組む方たちが参加し、「スポーツによる地域活性化について」をテーマ
に、地域の特色を活かしたスポーツの普及や生涯スポーツの広がりについて意
見を交わしました。
　また、滝沢市会場では、子育て支援に取り組む企業や団体、関係機関などで活
動する女性たちが参加し、「働きながら安心して子どもを生み育てられる環境
づくり」をテーマに、女性が働きやすい職場環境の整備や、必要な支援制度など
について意見を交わしました。

参加者の感想
工藤 博さん（金ケ崎町会場/nokka代表）
　クロスカントリーで冬季オリンピックに出場し、29歳で引退しました。4年前に西和賀町に
移住し、木工業に携わりながらスキーの指導をしています。自然豊かな岩手県には全国に誇れ
るアクティビティがありますが、知らない方が多いです。西和賀町は雪がブランドです。スキー
用具に加え、指導者を確保するための支援が必要だと思います。今日はスポーツを多角的な視
点から捉えられ、今後の自分のビジョンが見えてきて、大変有意義でした。

金ケ崎町会場

宮野 亜由美さん（滝沢市会場/花っ娘代表）
　花っ娘は、八幡平市で安代りんどうを生産しており、８名のパートを雇用しています。皆さ
ん、子育て中のお母さんです。私自身が子どもと一緒にいられるから農業を選んだので、急用
ができたら帰っていいですし、１時間でも働けるときに来てくださいと柔軟な体制にしてい
ます。働く母親のための環境づくりは本当に大切なことですし、真剣に取り組んでいる企業に
共感できました。農業など第一次産業も、育休制度を考えていかなければならないと思います。

滝沢市会場

スポーツによる地域活性化と
働きながら安心して子どもを
生み育てられる環境づくりに
ついて意見交換を行いました。

携帯電話・スマート
フォンからはこちら

親子で県議会クイズに挑戦 ！ （昨年度の様子）

８　　いわて県議会だより  第187号 ［2023年９月４日（月）］


